
令和８年度
精華町教育環境整備の在り方懇談会

［資料４］
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（令和８年７月４日）



　開発住宅地を､どこの小学校･
中学校の校区に組み込むか？

在り方懇談会　テーマ

　将来を見据えた本町小中学校教育の今後の在り方や
地域における学校の機能の充実を展望した学校環境整
備について検討を進めます。
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本日の進め方

本懇談会では、次の3点を前提条件として整理を行う。

• 1．人口推計

• 2．学校施設の受入状況（教室配置・余裕教室）

• 3．学校からの距離

開発住宅地の学校校区設定

～人口推計・学校施設・通学距離を踏まえ

合理的かつ持続可能な校区の方向性を検討する～

これらを総合的に踏まえ、合理的な校区設定の方向性
について意見交換を行う。
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背景
◆将来にわたり、子どもたちが安心して学べる教育環境を維
持するためには、人口動向や学校施設の受入状況を踏まえた
計画的な対応が必要。
　

◆日本において少子化が問題視されるが、精華町においては
住宅開発により、一部地区において児童生徒数の増加が見
込まれている。開発住宅地をどの学校区に組み込むかについ
て客観的なデータに基づく整理が求められている。

　本懇談会は、将来にわたる人口推計や、各学校施設
の受け入れ規模、および通学距離など多角的な視点を
踏まえ、次代を担う子どもたちにとって最適で持続可能
な教育環境を構築することを目的とし、その具体的な
方向性について広くご意見を頂戴するものです。
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①精華町児童生徒数の人口推計

　本町の今後の児童生徒数の推計に当たりましては、国
立社会保障・人口問題研究所（以下「社人研」という。）が
公表する人口推計を基礎資料として用いております。
　なお、この推計は、令和2年国勢調査の人口データに基
づいて算出されたものであります。

　
客観性と中立性の確保
町独自推計ではなく全国共通条件の客観性のある判断基礎を確保しました。
　　　資料の役割と活用
現状と将来を踏まえ持続可能な教育環境維持の基礎資料として、学校の受け
入れ能力と余裕教室の見通しの把握などに活用します。
　
　

※ 社人研の人口推計に今回検討の対象とする住宅開発地における増加見込
みは含まれておりません。
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　町全体の今後10年間の児童生徒数推計
　社人研人口推計を元に児童生徒数及び学級数を算出

（R7→R17）
【年少人口の減少】

年少人口（0歳から14
歳）は約25％減少し、児

童生徒数や学級数は
減少する見通しです。

6



10年後の児童生徒数と学級数の予測

　　▲28％ 　　▲25％
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10年後の児童生徒数と学級数の予測

　　▲33％　　▲5.7％

＜R17年度の学級数は義務標準法に定める1学級35人までとして算出＞ 
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②学校施設の受入状況（教室配置・余裕教室）

• 各学校の普通教室数、学級数の把握
　

• 余裕教室の現況と今後の増加数について

・ハード面における開発宅地の児童生徒受け入れ可能性
　

・人口推計を基に10年後の学校余裕教室数を算出
　（小中学校とも35人学級にて想定）
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精華
中学校

10

16

学校の普通教室数に対する学級数について

全ての普通教室数

全・学級数

12

学校 R７年度 R１７年度

9
16

精華西
中学校

11
22

11
22

18
川西

小学校

16 12
18

26
精華台
小学校

16 13
26

将来における余裕教室の見込みは？

※ 普通教室数は校舎建設時に普通教室として建設されたも
ので、一部既に他の用途に転用されているものも含みます。



人口推計や学級数から
読み取れるポイント

• 全体的に児童生徒数は減少傾向
　

• 現行施設において、いずれの学校でも一定
数の受け入れは可能

校区設定は距離・その他合理性を踏まえて判断可能
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• 過度な遠距離通学の回避

　>>地図から見る開発住宅地の位置

➂学校からの距離
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菅井・植田
土地区画整理事業

蔭山・水落
土地区画整理事業

精華台小学校からの直線距離
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精華台
小学校



菅井・植田
土地区画整理事業

蔭山・水落
土地区画整理事業

川西小学校からの直線距離
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川西小学校



菅井・植田
土地区画整理事業

蔭山・水落
土地区画整理事業

川西小

精華台小

約２．０ｋｍ

約１．４ｋｍ

＜菅井・植田＞
小学校までの想定通学路
による概算距離
　
　・精華台小まで
　　　➤　約１．４ｋｍ

　・川西小まで
　　　➤　約２．０ｋｍ
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菅井・植田
土地区画整理事業

蔭山・水落
土地区画整理事業
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精華西中学校

精華中学校

精華台小学校

精華西中学校からの直線距離



菅井・植田
土地区画整理事業

蔭山・水落
土地区画整理事業

精華中学校からの直線距離
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精華中学校

精華西中学校

精華台小学校

川西小学校



菅井・植田
土地区画整理事業

蔭山・水落
土地区画整理事業

精華台小

約４．０ｋｍ

中学校までの想定通学路によ
る概算距離
　

＜菅井・植田＞
　

・精華中まで　　　　・精華西中まで
　　➤　約１．２ｋｍ　　　➤　約４．０ｋｍ

＜蔭山・水落＞
　

・精華中まで　　　　・精華西中まで
　　➤　約０．６ｋｍ　　　➤　約３．２ｋｍ

約１．２ｋｍ

約３．２ｋｍ

約０．６ｋｍ
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・前提条件を整理
・方向性ついて以下の観点で整理

校区案の考え方

学校規模

通学距離 生活圏の
一体性

安全面

酷暑

地域連携

適正配置

コミュニティ

少子化

19



開発住宅地の概要と想定される児童生徒の増加数について
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係数
採用地区

蔭山・水落　

 菅井・植田



開発住宅地の概要と想定される増加数について
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 人口推計、距離、学校規模等を踏まえた

　　　　　　　　　　　　　　　（仮）校区案
開発地区 想定戸数 1学年増 小学校区（候補） 中学校区（候補）

蔭山・水落 277戸 +５ 人 精華台小 精華中

菅井・植田 366戸 +６ 人 精華台小 精華中

菅井・植田
土地区画整理事業

蔭山・水落
土地区画整理事業

精華台小

川西小

精華中

精華西中

東光小
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社人研人口推計に住宅開発による児童数の増分を加えた
10年後の児童数と学級数の予測

　　▲11％

開発住宅地においては
『蔭山・水落（各学年5名） 』　『菅井・植田（各学年6名）』 
の増加が見込まれる。
対象校区となる小学校は各学年でおおよそ11名（学校全体で66名）の増加が想定される。 
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　　▲25％　　▲28％



　　▲24％

社人研人口推計に住宅開発による生徒数の増分を加えた
10年後の生徒数と学級数の予測

開発住宅地においては
『蔭山・水落（各学年5名） 』　『菅井・植田（各学年6名）』 
の増加が見込まれる。
対象校区となる中学校は各学年でおおよそ11名（中学校全体で３３名）の増加が想定される。 
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　　▲33％　　▲5.7％



今後の進め方

➤　開発地域の校区について、方向性を整理。

　　（本日の在り方懇談会）
　

➤　児童生徒数の見通しや長寿命化計画を踏ま
えた将来的な校舎整備の在り方について、地域と
ともにある学校づくりを視野に入れて検討する。

　　（次回以降の在り方懇談会）
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教育環境整備の在り方懇談会が想像する未来の学校［イメージ］

26


